
大きく見直し、サポートを充実！

教師用指導書のご案内
● 指導編（朱書） ● 指導編（朱書）クラウド配信版 ● 研究編

● 指導書コンテンツライブラリー ● 指導者用デジタル教科書（教材）

教師用指導書ラインアップ（予定）

指導編（朱書） NEW

指導編（朱書）クラウド配信版 NEW

研究編 ●  教科書掲載資料の授業での活用方法や詳しい解説が分かります。
●  単元ごとの「問いの構造図」を掲載します。

導 入 まとめ
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第3編第2章 
探究課題

景観写真や雨温図、主題図等の読み
取りから、地域によって異なる日本
の気候の特色をとらえることで、日
本の国土の地域的特色の一面を理解
させる。

４枚の写真が同じ２月に撮影されたことをおさえた上で、
降雪、空、植物、人の服装などの様子に着目させ、例えば、

「資料（　　）と資料（　　）は（　　　　）が違っている」と
いうように、相違点を見つけさせる。学校所在地の２月の
風景写真などを用意すると、より生徒の関心が高められ
る。

　北海道は亜寒帯（冷帯）、その他の大部分
は温帯の温暖湿潤気候

　日本海側は冬の降水量が多く、太平洋側
は冬の降水量が少ない。

●�D-MOVE「日本の気候」（1分59秒）
　 日本の気候の特色をコンパクトにまと

めた動画。授業の導入などに視聴する
などして活用したい。
●�他教科リンク「大気の動きと日本の天
気」（理科2年）　

　 日本の天気と季節風のメカニズムにつ
いて確認することができる。
●�比べる雨温図
　 雨温図を左右に並べて比較することが

できる。学校所在地に近い都市などと
比較させたい。
●�チェック＆トライ
　 チェックとトライの解答を端末を使っ

て入力でき、画像として保存したり、自
己評価に活用できるスタンプ機能があ
る。

導 入

展 開

まとめ

日本には全体としてどのような特色が見られるでしょうか。
一方でどのような多様性があるでしょうか。

使える
教科書QRコンテンツ

トライ 解答例

チェック 解答例

【ウェブサイト】 気象庁ホームページ

1. 四季がある日本
●日本の気候…四季がはっきりしている
●季節（モンスーン）風の影響
　　南北に長い日本列島
　　→北海道は亜寒帯（冷帯）、
　　　その他の大部分は温帯（温暖湿潤気候）
●梅雨や台風→降水量が多くなる。

2. 地域で異なる日本の気候区分
●南西諸島の気候…降水量が多く、冬でも気温が高い。
●北海道の気候…はっきりとした梅雨がなく、冬の気温が低い。
●太平洋側の気候…冬は晴れの日が多い。
●日本海側の気候…冬の降水量（雪や雨）が多い。
●瀬戸内の気候…降水量が少ない。
●中央高地の気候…年間を通して気温が低く、降水量が少ない。

日本の気候は、地域によって
どのようなちがいがあるでしょうか。

日
本
の
地
域
的
特
色

３
編
２
章

↑あじさいの開花時期は５～７月のため、
梅雨の時期と重なる。

↑台風は、主に夏から秋に発生することを読み取る。

季節風とともに山地や山脈があることで
気候に違いがでることに着目させる。↓

↑チェックの解答部分

�　チェックとトライの問いに取り組
み、本時の学習課題を解決する。

（10）

【比べる雨温図】↑
２地点の雨温図の比較ができる。

↑各地の平均
気温や降水量
を比較し、その
違いを読み取
らせる。

↑気温が上がると開花する桜の前線が
北上する理由を考えさせる。

大部分は温帯だが、一部に亜寒帯（冷帯）
の地域があることに気付かせる。

【チェック＆トライ】【他教科リンク（理科）】

本時のねらい

　�日本の気候が場所によって異なる
理由について予想する。

（3）

デジタルコンテンツ「【D-MOVE】日
本の気候」や本文、資料 5 ・ 6 を見
て、日本の気候が場所によって異な
る理由を考えましょう。

T

日本列島の北と南で気候が異なる理
由を話し合う。

（5）

北海道の都市（資料 2 ）と南西諸島の
都市（資料 3 ）の気候が異なる理由に
ついて、資料 7 9 10と本文を参考に
話し合いましょう。

T

なぜ北海道の都市と南西諸島の都市
の気候が異なるのでしょうか。

T

グループになって、日本の気候が日
本海側と太平洋側で異なる理由を話
し合う。

（4）

日本海側の都市の資料（ 1 ）と太平洋
側の都市の資料（ 4 ）の気候が異なる
理由を、資料 7 8 9 と本文を参考に
話し合いましょう。

T

なぜ日本海側の都市と太平洋側の都
市の気候が異なるのでしょうか。

T

導入資料の写真を題材に、本時の学
習課題をつかむ。

（1）

写真 1 〜 4 を比べ、それぞれの違い
を見つけて発表しましょう。

T

日本の気候は、地域によってどのよ
うなちがいがあるのでしょうか。

学習課題

探究課題をふり返りつつ、学習課題
を確認する。

（2）

同じ月でも日本の気候は場所によっ
て異なることに注目して、学習課題
に取り組みましょう。

T

学習の流れ 導入資料のねらい

本時の要点
学習課題

学びのとびら研究編へのリンク

（例）日本列島は南北に長いため、気温に大きなちがいがある。ま
た、日本海側は冬の降水量が多く、太平洋側は冬の降水量が少な
いといったちがいが見られる。

まとめ

【D-MOVE】
「日本の気候」
動画コンテンツ

指導編（朱書）の紙面イメージ

導 入 まとめ
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第3編第2章 
探究課題

景観写真や雨温図、主題図等の読み
取りから、地域によって異なる日本
の気候の特色をとらえることで、日
本の国土の地域的特色の一面を理解
させる。

４枚の写真が同じ２月に撮影されたことをおさえた上で、
降雪、空、植物、人の服装などの様子に着目させ、例えば、

「資料（　　）と資料（　　）は（　　　　）が違っている」と
いうように、相違点を見つけさせる。学校所在地の２月の
風景写真などを用意すると、より生徒の関心が高められ
る。

　北海道は亜寒帯（冷帯）、その他の大部分
は温帯の温暖湿潤気候

　日本海側は冬の降水量が多く、太平洋側
は冬の降水量が少ない。

●�D-MOVE「日本の気候」（1分59秒）
　 日本の気候の特色をコンパクトにまと

めた動画。授業の導入などに視聴する
などして活用したい。
●�他教科リンク「大気の動きと日本の天
気」（理科2年）　

　 日本の天気と季節風のメカニズムにつ
いて確認することができる。
●�比べる雨温図
　 雨温図を左右に並べて比較することが

できる。学校所在地に近い都市などと
比較させたい。
●�チェック＆トライ
　 チェックとトライの解答を端末を使っ

て入力でき、画像として保存したり、自
己評価に活用できるスタンプ機能があ
る。

導 入

展 開

まとめ

日本には全体としてどのような特色が見られるでしょうか。
一方でどのような多様性があるでしょうか。

使える
教科書QRコンテンツ

トライ 解答例

チェック 解答例

【ウェブサイト】 気象庁ホームページ

1. 四季がある日本
●日本の気候…四季がはっきりしている
●季節（モンスーン）風の影響
　　南北に長い日本列島
　　→北海道は亜寒帯（冷帯）、
　　　その他の大部分は温帯（温暖湿潤気候）
●梅雨や台風→降水量が多くなる。

2. 地域で異なる日本の気候区分
●南西諸島の気候…降水量が多く、冬でも気温が高い。
●北海道の気候…はっきりとした梅雨がなく、冬の気温が低い。
●太平洋側の気候…冬は晴れの日が多い。
●日本海側の気候…冬の降水量（雪や雨）が多い。
●瀬戸内の気候…降水量が少ない。
●中央高地の気候…年間を通して気温が低く、降水量が少ない。

日本の気候は、地域によって
どのようなちがいがあるでしょうか。

日
本
の
地
域
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↑あじさいの開花時期は５～７月のため、
梅雨の時期と重なる。

↑台風は、主に夏から秋に発生することを読み取る。

季節風とともに山地や山脈があることで
気候に違いがでることに着目させる。↓

↑チェックの解答部分

�　チェックとトライの問いに取り組
み、本時の学習課題を解決する。

（10）

【比べる雨温図】↑
２地点の雨温図の比較ができる。

↑各地の平均
気温や降水量
を比較し、その
違いを読み取
らせる。

↑気温が上がると開花する桜の前線が
北上する理由を考えさせる。

大部分は温帯だが、一部に亜寒帯（冷帯）
の地域があることに気付かせる。

【チェック＆トライ】【他教科リンク（理科）】

本時のねらい

　�日本の気候が場所によって異なる
理由について予想する。

（3）

デジタルコンテンツ「【D-MOVE】日
本の気候」や本文、資料 5 ・ 6 を見
て、日本の気候が場所によって異な
る理由を考えましょう。

T

日本列島の北と南で気候が異なる理
由を話し合う。

（5）

北海道の都市（資料 2 ）と南西諸島の
都市（資料 3 ）の気候が異なる理由に
ついて、資料 7 9 10と本文を参考に
話し合いましょう。

T

なぜ北海道の都市と南西諸島の都市
の気候が異なるのでしょうか。

T

グループになって、日本の気候が日
本海側と太平洋側で異なる理由を話
し合う。

（4）

日本海側の都市の資料（ 1 ）と太平洋
側の都市の資料（ 4 ）の気候が異なる
理由を、資料 7 8 9 と本文を参考に
話し合いましょう。

T

なぜ日本海側の都市と太平洋側の都
市の気候が異なるのでしょうか。

T

導入資料の写真を題材に、本時の学
習課題をつかむ。

（1）

写真 1 〜 4 を比べ、それぞれの違い
を見つけて発表しましょう。

T

日本の気候は、地域によってどのよ
うなちがいがあるのでしょうか。

学習課題

探究課題をふり返りつつ、学習課題
を確認する。

（2）

同じ月でも日本の気候は場所によっ
て異なることに注目して、学習課題
に取り組みましょう。

T

学習の流れ 導入資料のねらい

本時の要点
学習課題

学びのとびら研究編へのリンク

（例）日本列島は南北に長いため、気温に大きなちがいがある。ま
た、日本海側は冬の降水量が多く、太平洋側は冬の降水量が少な
いといったちがいが見られる。

まとめ

【D-MOVE】
「日本の気候」
動画コンテンツ

生徒が主体となる
学習活動に沿って、
教師の発問例を示
しています。

学習の流れ

導 入 まとめ
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第3編第2章 
探究課題

景観写真や雨温図、主題図等の読み
取りから、地域によって異なる日本
の気候の特色をとらえることで、日
本の国土の地域的特色の一面を理解
させる。

４枚の写真が同じ２月に撮影されたことをおさえた上で、
降雪、空、植物、人の服装などの様子に着目させ、例えば、

「資料（　　）と資料（　　）は（　　　　）が違っている」と
いうように、相違点を見つけさせる。学校所在地の２月の
風景写真などを用意すると、より生徒の関心が高められ
る。

　北海道は亜寒帯（冷帯）、その他の大部分
は温帯の温暖湿潤気候

　日本海側は冬の降水量が多く、太平洋側
は冬の降水量が少ない。

●�D-MOVE「日本の気候」（1分59秒）
　 日本の気候の特色をコンパクトにまと

めた動画。授業の導入などに視聴する
などして活用したい。
●�他教科リンク「大気の動きと日本の天
気」（理科2年）　

　 日本の天気と季節風のメカニズムにつ
いて確認することができる。
●�比べる雨温図
　 雨温図を左右に並べて比較することが

できる。学校所在地に近い都市などと
比較させたい。
●�チェック＆トライ
　 チェックとトライの解答を端末を使っ

て入力でき、画像として保存したり、自
己評価に活用できるスタンプ機能があ
る。

導 入

展 開

まとめ

日本には全体としてどのような特色が見られるでしょうか。
一方でどのような多様性があるでしょうか。

使える
教科書QRコンテンツ

トライ 解答例

チェック 解答例

【ウェブサイト】 気象庁ホームページ

1. 四季がある日本
●日本の気候…四季がはっきりしている
●季節（モンスーン）風の影響
　　南北に長い日本列島
　　→北海道は亜寒帯（冷帯）、
　　　その他の大部分は温帯（温暖湿潤気候）
●梅雨や台風→降水量が多くなる。

2. 地域で異なる日本の気候区分
●南西諸島の気候…降水量が多く、冬でも気温が高い。
●北海道の気候…はっきりとした梅雨がなく、冬の気温が低い。
●太平洋側の気候…冬は晴れの日が多い。
●日本海側の気候…冬の降水量（雪や雨）が多い。
●瀬戸内の気候…降水量が少ない。
●中央高地の気候…年間を通して気温が低く、降水量が少ない。

日本の気候は、地域によって
どのようなちがいがあるでしょうか。

日
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↑あじさいの開花時期は５～７月のため、
梅雨の時期と重なる。

↑台風は、主に夏から秋に発生することを読み取る。

季節風とともに山地や山脈があることで
気候に違いがでることに着目させる。↓

↑チェックの解答部分

�　チェックとトライの問いに取り組
み、本時の学習課題を解決する。

（10）

【比べる雨温図】↑
２地点の雨温図の比較ができる。

↑各地の平均
気温や降水量
を比較し、その
違いを読み取
らせる。

↑気温が上がると開花する桜の前線が
北上する理由を考えさせる。

大部分は温帯だが、一部に亜寒帯（冷帯）
の地域があることに気付かせる。

【チェック＆トライ】【他教科リンク（理科）】

本時のねらい

　�日本の気候が場所によって異なる
理由について予想する。

（3）

デジタルコンテンツ「【D-MOVE】日
本の気候」や本文、資料 5 ・ 6 を見
て、日本の気候が場所によって異な
る理由を考えましょう。

T

日本列島の北と南で気候が異なる理
由を話し合う。

（5）

北海道の都市（資料 2 ）と南西諸島の
都市（資料 3 ）の気候が異なる理由に
ついて、資料 7 9 10と本文を参考に
話し合いましょう。

T

なぜ北海道の都市と南西諸島の都市
の気候が異なるのでしょうか。

T

グループになって、日本の気候が日
本海側と太平洋側で異なる理由を話
し合う。

（4）

日本海側の都市の資料（ 1 ）と太平洋
側の都市の資料（ 4 ）の気候が異なる
理由を、資料 7 8 9 と本文を参考に
話し合いましょう。

T

なぜ日本海側の都市と太平洋側の都
市の気候が異なるのでしょうか。

T

導入資料の写真を題材に、本時の学
習課題をつかむ。

（1）

写真 1 〜 4 を比べ、それぞれの違い
を見つけて発表しましょう。

T

日本の気候は、地域によってどのよ
うなちがいがあるのでしょうか。

学習課題

探究課題をふり返りつつ、学習課題
を確認する。

（2）

同じ月でも日本の気候は場所によっ
て異なることに注目して、学習課題
に取り組みましょう。

T

学習の流れ 導入資料のねらい

本時の要点
学習課題

学びのとびら研究編へのリンク

（例）日本列島は南北に長いため、気温に大きなちがいがある。ま
た、日本海側は冬の降水量が多く、太平洋側は冬の降水量が少な
いといったちがいが見られる。

まとめ

【D-MOVE】
「日本の気候」
動画コンテンツ

単元を貫く問いを常に意識できるよう、探究課題を示しています。また、１時間ごとの目
標を示す「本時のねらい」と、「導入資料のねらい」を示しています。

探究課題・本時のねらい・導入資料のねらい

指導書コンテンツライブラリー これまで教師用指導書付属DVD-ROMで提供していた
コンテンツをウェブサイトで配信いたします。

※Lentranceは、日本国、米国、及びその他の国における株式会社Lentranceの登録商標または商標です。
※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

※�本ページで紹介している製品は企画中のため、
内容・仕様が変更になる場合があります。

学習者用デジタル教科書

1 複数の教科書を一括管理 2 学習を支える便利な機能 3 特別支援教育への対応

東京書籍をはじめ複数の発行者などが採
用しているビューア「Lentrance�Reader」
を用いています。さまざまな教科書を一括
管理でき、教科横断的な学習に便利です。

教科書に、ペンツールで自分の考えを書き
込んだり、ウェブ上の参考資料へのリンク
を貼り付けたりすることができます。また、
教科書のQRコードをクリックして連携す
るコンテンツを利用することができます。

文字の色や大きさ、行間などを読みやす
いよう調整したり、写真や図版などを拡
大したりすることができます。また、本文
を読み上げたり、総ルビ・分かち書き紙
面に切り替えることができるので、生徒
一人一人が自分の読みやすい教科書にカ
スタマイズできます。

電子黒板を使用した指導に最適な掲示型教材です。写真や
グラフなど、教科書の「見せたいところ」をクリックするだけ
で提示でき、教科書の QRコンテンツなどにもリンクできます。

指導者用デジタル教科書（教材）の画面イメージ

●  マスク表示
　�生徒から引き出したい教科書の内容（既定）に、マスクを表示す
ることができます。

●  MY 教科書エディタ
　�教科書のテキスト、写真、図版などを自由に取りこんでレイア
ウトできるほか、テキストのアレンジやお持ちの写真データを貼
り付けて、オリジナルの教材を作ることができます。

●  指導者用オリジナルの図版コンテンツや動画コンテンツ
●  教科書のQRコンテンツ

〈主な搭載機能・コンテンツ〉

指導者用デジタル教科書
(教材) 教師用指導書同梱購入可能

〈配信予定コンテンツ〉
●  評価問題 ●  年間指導計画案
●  「本時の要点」テキストデータ ●  ワークシート
●  教科書本文テキスト ●  教科書図版集
●  総ルビ・分かち書きの教科書紙面 ●  白地図データ
●  指導書付属「My Globe」（デジタル地球儀）
　（�一般図／世界の国々／時差／衛星写真／地理院地図／夜景／�
白地図／地形／気候区分／1月の降水量／7月の降水量）

指導書付属「My Globe」時差の表示画面イメージ

※Google、Google�Workspace�for�Education�は、Google�LLC�の商標です。
※Microsoft、Microsoft�Teams�は、マイクロソフトグループ企業の商標です。

そのほか、Google�Workspace�for�Education�や�Microsoft�
Teams�で利用できるコンテンツを配信予定です。
先生方の授業をサポートできるよう、コンテンツは随時更新して
いきます。

指導編（朱書）を新規発行し、サポートを
大幅に充実させます。経験の浅い先生も
安心してご指導いただけます。

●  教科書の展開に沿って、学習の流れや本時の要点、
QRコンテンツの活用のポイントなどが分かります。

●   教科書と同じ表紙・体裁で、授業中にも活用できます。
●  端末で利用できるクラウド配信版を用意いたします。

校内フリーライセンスです。




